
①
雇
用
者
を
農
業
の
基
幹
労
働
力
と
す
る

　
経
営
の
多
く
は
、
夏
季
の
売
上
確
保
が
課
題

　
例
え
ば
施
設
果
菜
類
の
農
家
は
、
7
～
8

月
は
次
作
の
土
づ
く
り
期
間
と
し
て
、
土
壌

消
毒
や
除
塩
作
業
に
あ
て
る
た
め
、
そ
の
間

は
売
り
上
げ
が
な
く
、
準
備
作
業
の
み
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
冬
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
秋
冬
春
の
葉
菜
専
作

農
家
も
、
果
樹
の
柑
橘
農
家
も
、
懐
は
夏
枯

れ
状
態
に
あ
り
ま
す
。
家
族
経
営
で
雇
用
の

な
い
経
営
で
あ
れ
ば
、
準
備
作
業
を
済
ま
せ

れ
ば
、
長
期
休
暇
を
取
れ
る
唯
一
貴
重
な
時

期
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
常
時
雇
用
者
必

須
の
経
営
で
は
、
年
間
を
通
し
た
仕
事
の
確

保
が
、
す
ぐ
れ
た
人
材
を
つ
な
ぎ
と
め
る
経

営
者
の
必
須
要
素
と
な
り
ま
す
。

②
夏
の
猛
暑
日
が
続
く
温
暖
化
傾
向
の
中
で

　
夏
作
物
栽
培
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す

　
今
夏
の
気
候
も
梅
雨
明
け
以
後
は
、
日
本

全
国
が
連
日
35
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
気
候
変
動
が
続
け
ば
、

日
本
列
島
全
体
で
夏
の
作
物
栽
培
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
提
案

し
た
い
の
が
、
高
温
果
菜
類
の
栽
培
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
イ
ン
ゲ
ン
、
オ
ク
ラ
、
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
栽
培
期
間
が
短
く
、

労
働
ピ
ー
ク
が
収
穫
と
調
製
作
業
に
あ
り
、

先
述
し
た
、
夏
枯
れ
経
営
を
起
こ
す
基
幹
作

物
と
の
複
合
経
営
に
好
相
性
で
す
。
ま
し
て

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
夏
野
菜
の
中
で
最
も

高
温
耐
性
が
あ
り
、
高
温
限
界
は
45
℃
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
ま
け
に
作
物
と
し
て
は
、

極
め
て
光
合
成
能
力
の
高
い「
C
４
植
物
」で

あ
り
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界
の
食
糧
不

足
を
救
う
、
救
世
主
に
な
り
得
る
作
物
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
躍
進
続
く
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
品
種
開
発

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
か
ら
分
化
し
た
品
種
が
発
表
さ
れ

た
の
は
1
8
2
8
年
と
さ
れ
て
い
て
、
世
界

的
に
見
て
も
新
顔
の
作
物
で
す
。
日
本
全
国

で
本
格
的
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和

40
年
代
か
ら
で
、
当
時
は
発
芽
ぞ
ろ
い
が
悪

く
、
産
地
で
は
現
在
の
よ
う
な
予
冷
、
保
冷

設
備
も
な
く
、
店
も
ち
の
悪
い
作
物
で
し
た
。

平
成
10
年
代
に
種
苗
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
、

続
々
と
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー
ス
イ
ー
ト
種
と

言
わ
れ
る
、
甘
さ
と
店
も
ち
性
向
上
を
追
求

し
た
品
種
が
発
表
さ
れ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
育
種
技
術
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ

た
の
で
す
。
私
の
知
る
所
で
は
、
野
菜
の
中

で
品
種
名
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

ト
マ
ト
と
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
く
ら
い
で
す
。

④
都
市
部
へ
の
市
場
出
荷
と
、
直
売
な
ど

　
地
元
流
通
で
高
所
得
品
目
の
可
能
性

　
東
京
や
大
阪
の
都
市
部
へ
の
市
場
出
荷
は
、

5
月
は
長
崎
、
宮
崎
、
6
月
は
茨
城
、
千
葉
、

徳
島
、
長
崎
、
8
月
か
ら
は
北
海
道
と
既
に

指
定
席
の
よ
う
な
流
通
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

私
の
住
む
四
国
で
も
農
家
に
よ
る
臨
時
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
直
売
所
が
年
ご
と
に
活
況
を
呈

し
て
い
ま
す
。
鮮
度
が
勝
負
の
旬
の
季
節
野

菜
の
う
ま
さ
を
知
っ
た
消
費
者
が
、
自
ら
産

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を

複
合
経
営
に
取
り
入
れ
る

糸
いと

川
がわ

桂
けい

市
いち

　香川県で生まれ育ち、香川県の野菜普及員と
して３７年（普及員25年・野菜専技１2年）現場一
筋。全国普及員研修講師をはじめ、加工業務野
菜研修・各県の普及員研修講師を務め、定年後
タキイ種苗技術顧問現職。

※普及員とは、農業改良助長法に基づき国が５年ご
とにその運営指針を定め、これに沿って各県が地
域事情を加えた実施方針を制定し、県庁の出先機
関として普及指導センター等に所属する地方公務
員です。平成３０年現在、普及指導員資格を持った
７,３００名余りが、施策と技術の普及に務めています。

伸
び
る
野
菜
経
営
へ
の

～
普
及
現
場
で
37
年
、
私
が
見
た
～

分類 別の名称 主な糖質 主なタキイの
品種等

普通型 スイート種 ショ糖 ー

高糖度型 スーパー
スイート種 ショ糖 キャンベラ

極甘味型
ウルトラ
スーパー
スイート種

ショ糖、果糖、
麦芽糖

ほしつぶコーン、
ホイップコーン、
おひさまコーン

第１表　スイートコーンの分類

第
５
回

雇
用
の
維
持
を
目
的
に
夏
作
物
の
導
入
を
考
え
て
い
る
農
家
は

倒
伏
に
強
く
︑
俵
の
大
き
な﹁
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
﹂を
お
す
す
め
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地
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
各
社
の
開
発

競
争
の
成
果
と
い
え
ま
す
。「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー

ン
」
の
品
種
名
で
売
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
到
来

で
す
。

⑤
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
複
合
経
営
に

　
取
り
入
れ
る
メ
リ
ッ
ト

〇
栽
培
期
間
が
短
く
、
基
幹
作
物
作
業
と

　
競
合
の
少
な
い
栽
培
計
画
を
立
て
や
す
い

　
栽
培
日
数
は
、
中
生
の
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
90

Ｅ
Ｘ
」
で
90
日
、
早
生
の「
ラ
ン
チ
ャ
ー
82
」

で
82
日
と
短
く
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
栽
培

で
は
、
発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
約
15
日
の
温

床
育
苗
を
し
た
と
す
る
と
栽
培
日
数
は
70
日

程
度
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
播
種
後
45
～

60
日
で
雄
穂
が
抽
出
し
、
そ
の
後
雌
穂
の
抽

出
開
花
は
4
日
ほ
ど
遅
れ
、
登
熟
日
数
は
20

～
25
日
と
な
り
ま
す
（
23
頁
第
3
図
参
照
）。

〇
初
期
投
資
が
極
め
て
少
な
い

　
直
播
栽
培
の
場
合
、
種
苗
費
、
肥
料
費
、

農
薬
費
の
合
計
は
、
10
ａ
当
た
り
6
万
円
程

度
、
の
べ
労
働
時
間
は
80
時
間
程
度
で
す
。

他
の
夏
果
菜
に
必
要
な
支
柱
や
誘
引
資
材
は

必
要
な
く
、
特
別
な
機
械
も
不
要
で
手
持
ち

で
賄
え
ま
す
。

〇
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
茎
葉
は
、

　
土
づ
く
り
資
材
と
し
て
も
適
し
ま
す

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
収
穫
後
の
茎
葉
残ざ

ん

渣さ

は
、

10
ａ
当
た
り
4
ｔ
を
超
え
る
良
質
有
機
物
で

す
。
収
穫
終
了
後
、
直
ち
に
圃ほ

場
に
す
き
込

む
と
腐
熟
も
早
く
後
作
へ
の
影
響
は
僅
か
で

す
。
施
設
園
芸
農
家
の
場
合
は
、
こ
の
茎
葉

を
集
め
て
ハ
ウ
ス
内
に
投
入
す
れ
ば
、
基
幹

作
物
の
生
産
に
も
土
づ
く
り
で
貢
献
し
ま
す
。

①
糖
度
は
高
い
が
、
御
菓
子
の
様
な
甘
さ
だ
け
で
な
く
、

　
ク
リ
ー
ミ
ー
な
コ
ー
ン
の
う
ま
み
を
も
つ

　
各
地
の
試
作
で
は
、
適
期
収
穫
で
、
Ｂ
ｒ

ｉ
ｘ
糖
度
は
19
％
と
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
を
超
え

る
甘
さ
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、「
ほ
し
つ

ぶ
コ
ー
ン
」
は
85
日
タ
イ
プ
の
中
早
生
で
あ

る
た
め
、
他
社
早
生
品
種
と
同
時
に
収
穫
す

る
と
、
熟
期
が
2
～
3
日
不
足
し
て
糖
度
は

低
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
過
熟
に
な
る

と
他
社
品
種
で
は
粒
列
の
乱
れ
や
、
粒
皮
の

し
な
び（
え
く
ぼ
）が
起
こ
り
ま
す
が
、「
ほ
し

つ
ぶ
コ
ー
ン
」
は
そ
れ
ら
発
生
が
少
な
い
の

で
、
収
穫
適
期
の
判
定
は
、
糖
度
を
目
安
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
品
種
名
は
「
ほ
し

つ
ぶ
」
で
も
、
粒
の
大
き
さ
は
他
社
品
種
に

比
べ
一
回
り
大
き
く
、
粒
色
も
濃
く
仕
上
が

り
ま
す（
写
真
1
）。

　
食
味
試
験
で
は
、
育
種
競
争
で
甘
さ
が
優

先
さ
れ
た
結
果
、
く
ど
い
甘
さ
の
品
種
が
多

い
な
か
で
、「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」は
、
コ
ー

ン
本
来
の
ク
リ
ー
ミ
ー
な
う
ま
み
を
残
し
て

い
ま
す
。

②
俵（
雌
穂
）が
長
く
て
、
収
量
が
と
れ
る

　
多
収
型
の
品
種

　
第
2
図
は
、
香
川
県
の
レ
タ
ス
後
作
ト
ン

ネ
ル
6
月
上
旬
ど
り
の
試
作
結
果
で
す
。
対

照
品
種
に
比
べ
明
ら
か
に
穂
長
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
試
作
で
は
、
早
生
の
対
照
品
種
と
同
時

に
収
穫
し
た
た
め
、「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」の

2
0
2
1
年
新
発
表

「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」の
魅
力

第１図　東京都中央卸売市場のスイートコーン入荷量と単価

写真１　ほしつぶコーン(中央)
　　　　の皮剥き後の比較

第２図　品種別雌穂重と雌穂長
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収
穫
適
期
に
は
、
3
日
程
度
早
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
糖
度
と
俵
重
が
低
目
に
な

っ
た
も
の
の
第
2
図
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
俵
重
は
、
俵
長
と
の
相

関
が
高
い
の
で
、
収
穫
適
期
ま
で
待
て
ば
、

多
収
に
な
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

③
草
丈
が
低
く
、
二
次
根
の
発
生
が

　
多
い
た
め
、
倒
伏
に
強
い

　
収
穫
一
週
間
前
の
草
丈
は
、
写
真
2
の
よ

う
に
約
20
cm「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」が
低
く
、

茎
も
太
く
な
っ
て
い
ま
す
。
播
種
後
53
日
目

の
二
次
根
の
発
生
は
、
写
真
3
と
4
の
比
較

で
は
、
本
種
が
明
ら
か
に
二
次
根
の
発
生
が

多
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
幸
い
試
作
期
間
中
に
強
風
被
害
が
な
か
っ

た
も
の
の
本
種
は
生
育
初
期
に
株
元
へ
の
土

寄
せ
作
業
を
す
れ
ば
、
最
大
の
減
収
要
因
と

な
る
倒
伏
を
軽
減
で
き
る
特
性
を
持
っ
て
い

る
と
思
え
ま
す
。

「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

①
発
芽
か
ら
の
初
期
生
育
を

　
停
滞
さ
せ
な
い
こ
と

　
普
通
期
の
直
播
栽
培
、
早
出
し
の
被
覆
栽

培
と
も
に
共
通
点
と
し
て
、
初
期
生
育
を
旺

盛
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

直
播
栽
培
で
は
播
種
時
期
の
地
温
を
15
℃
以

上
に
な
る
時
期
を
確
認
し
て
播
種
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
移
植
栽
培
の
場
合
は
、
発
芽

時
の
適
温
保
持
と
育
苗
日
数
を
本
葉
枚
数
で

2
・
5
葉
期
ま
で
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
定

植
圃
場
の
準
備
は
早
目
に
整
え
、
ト
ン
ネ
ル

な
ど
被
覆
資
材
を
密
閉
し
て
地
温
を
高
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
移
植
栽
培
で
は
、
一

次
根
を
傷
め
る
と
、
葉
数
の
確
保
が
で
き
な

い
ま
ま
出
穂
を
迎
え
る
な
ど
、
穂
が
小
さ
く

仕
上
が
る
一
因
と
な
り
ま
す
。
初
期
生
育
を

停
滞
さ
せ
な
い
追
肥
時
期
は
、
第
3
図
を
参

考
に
生
育
初
期
に
土
壌
水
分
を
保
ち
な
が
ら

肥
効
ピ
ー
ク
を
上
げ
て
、
太
い
茎
を
育
て
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
3
・
5
葉
期
に
な

る
と
分
げ
つ
を
始
め
ま
す
が
、
葉
面
積
確
保

の
た
め
除
け
つ
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
は

　
生
育
初
期
か
ら
行
う

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
、
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
は
生
育
初
期
か
ら
の
対
応

が
必
須
と
な
り
ま
す（
第
3
図
）。
特
に
初
め

て
の
栽
培
で
は
、
地
域
の
指
導
機
関
に
防
除

体
系
を
相
談
し
薬
剤
選
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
ポ
イ
ン
ト
時
期
に
潅
水
の
必
要
性
あ
り

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
稲
科
作
物
で
あ
る
た

め
、
発
芽
、
移
植
直
後
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、

幼
穂
形
成
期
と
出
穂
前
か
ら
収
穫
ま
で
に
乾

燥
さ
せ
る
と
俵
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
幼
穂

形
成
期
は
雄
穂
が
本
葉
5
～
6
枚
の
こ
ろ
、

雌
穂
が
7
～
8
枚
こ
ろ
で
す
。
本
葉
が
9
枚

出
れ
ば
雄
穂
が
出
穂
し
ま
す
。
本
葉
5
～
6

枚
の
こ
ろ
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
、
乾
燥
が
続

け
ば
潅
水
の
で
き
る
設
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
田
転
換
畑
に
適
し
て
い
ま
す
。

④
収
穫
適
期
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト

　
雄
穂
が
開
花
し
て
か
ら
20
日
ご
ろ
か
ら
、

俵
の
先
端
部
の
粒
肥
大
と
黄
熟
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
最
終
決
定
は
、
糖
度
計
で
16
％
以
上
と

な
れ
ば
収
穫
適
期
で
す
。
最
初
の
収
穫
は
拾

い
ど
り
と
な
る
の
で
、
俵
を
握
っ
た
と
き
の

粒
の
境
目
を
ハ
ッ
キ
リ
と
感
じ
る
、
手
の
触

感
を
覚
え
る
と
若
ど
り
が
防
げ
ま
す
。

大
き
な
俵
づ
く
り
の

生
育
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

●
潅
水
と
追
肥
に
注
意
し
、
初
期
生
育
を

旺
盛
に
す
る
こ
と
で
、
株
本
茎
径
を
25

　
mm
以
上
に
す
る
。

●
葉
面
積
確
保
の
た
め
、
分
げ
つ
は
残
す
。

●
雄
穂
が
出
穂
す
る
ま
で
に
、
最
低
9
枚

の
本
葉
枚
数
を
確
保
す
る
。

（写真２〜４提供　高知農業改良普及所）

第３図　生育ステージごとの管理ポイント

写真２　収穫一週間前の草丈
　　　　左一列が「ほしつぶコーン」

写真３　「ほしつぶコーン」
　　　　の二次根

写真４　対照品種の
　　　　二次根
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倒伏注意 倒伏注意

低温、乾燥で出穂が
早まってしまうので注意

絹糸がしっかりと
褐色に変色して
から収穫

積算温度約180℃で発芽
地温20℃で9日程度

分げつは
除去しない

絹糸に
満遍なく
かかるアワヨトウ対策

発生前に予防

アワノメイガ対策
前後1週間に薬散

アブラムシ
鳥害対策

播種後日数

高さ
（cm）

低温・乾燥厳禁
地温は14℃以上を

確保

本葉6～8枚展開時
追肥作業

N成分5kg／10a

雄穂が出る頃に
追肥作業

N成分5kg／10a

品質低下を招く
極端な乾燥に注意！
肥切れも厳禁！
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